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日
本
人
と
紙

２
０
１
６
年
の
デ
ー
タ
に
な
る
が
、
日
本
で
は
一
人

当
た
り
、
年
間
２
０
９
㌔
の
紙
・
板
紙
を
消
費
し
て
い

る
。
こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
３
・
７
倍
で
あ
る
（
日
本

製
紙
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。
こ
こ
で
「
紙
」
と
呼

ん
で
い
る
も
の
に
は
、「
新
聞
巻
き
取
り
紙
」、
コ
ピ
ー

用
紙
、雑
誌
や
本
の
材
料
に
な
る
紙
、さ
ら
に
ポ
ス
タ
ー

の
材
料
に
な
る
塗
工
紙
な
ど
の
「
印
刷
・
情
報
用
紙
」、

そ
し
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
「
衛
生
用
紙
」
と
い
っ
た
具
合
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
含
ま
れ
る
。「
板
紙
」
は
、
段
ボ
ー
ル
に
な
る
紙
や
、

紙
器
（
紙
の
箱
な
ど
）
用
の
紙
な
ど
で
あ
る
。

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
紙
の
原
料
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
。
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
製
品
と
し
て
の
紙
の
輸
入
量
だ
け
で
は
な
く
、

原
料
で
あ
る
パ
ル
プ
や
パ
ル
プ
材
（
パ
ル
プ
の
原
料
と

な
る
原
木
や
チ
ッ
プ
）
の
国
別
の
輸
入
量
を
調
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
財
務
省
貿
易
統
計
に
お
い

て
、
そ
れ
ら
の
数
値
は
品
目
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

す
べ
て
の
紙
を
対
象
に
す
る
と
こ
の
よ
う
に
大
変
な

の
で
、
こ
こ
で
は
私
た
ち
が
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
コ

ピ
ー
用
紙
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
17
年
に
日
本
国
内

で
消
費
さ
れ
た
コ
ピ
ー
用
紙
の
量
は
約
１
３
０
万
㌧

（
こ
こ
で
は
、
出
荷
量
に
輸
入
量
を
足
し
た
も
の
か
ら

輸
出
量
を
差
し
引
い
た
も
の
を
消
費
量
と
み
な
し
て
い

る
）。
う
ち
、
国
内
生
産
分
は
80
・
７
万
㌧
（
消
費
量

の
62
㌫
）、
残
り
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
が
約

28
・
３
万
㌧
（
全
消
費
量
の
22
㌫
）、
中
国
か
ら
の
輸

入
が
約
20
・
８
万
㌧
（
全
消
費
量
の
16
㌫
）
と
な
っ
て

い
た
（
経
済
産
業
省
生
産
動
態
統
計
お
よ
び
財
務
省
貿

易
統
計
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る

コ
ピ
ー
用
紙
の
４
～
５
枚
に
1
枚
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

巨
大
製
紙
企
業
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
自
主
行
動
計
画

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
急
速
に

紙
原
料
生
産
の
た
め
の
植
林
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
れ
を
牽け
ん

引い
ん

し
て
き
た
の
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
東
部

を
拠
点
と
す
る
巨
大
製
紙
メ
ー
カ
ー
、
ア
ジ
ア
パ
ル
プ

ア
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
社
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
）
で
あ
る
。
巨
大
企

業
グ
ル
ー
プ
、
シ
ナ
ー
ル
マ
ス
グ
ル
ー
プ
（
Ｓ
Ｍ
Ｇ
）

の
主
力
部
門
を
な
す
こ
の
企
業
が
生
産
す
る
紙
製
品
は

世
界
約
１
２
０
カ
国
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。
中
国
に
も

工
場
が
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
紙
生
産
量
だ
け

で
も
年
間
９
０
０
万
㌧
に
上
る
（
鈴
木 

２
０
１
６
）。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
原
料
供
給
企
業
）

の
産
業
造
林
事
業
許
可
発
給
対
象
地
は
約
２
６
０
万

㌶
に
上
る
。
こ
れ
は
、
産
業
造
林
が
可
能
と
さ
れ
る

土
地
の
約
１
／
４
に
相
当
す
る
（
藤
原
・
ア
ワ
ン 

２
０
１
５
）。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
、
こ
れ
ま
で
、
天
然
林
伐
採
や
森
林
火

災
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
消
失
や
気
候
変
動
の
促
進

と
い
っ
た
環
境
を
め
ぐ
る
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
き
た

こ
と
や
、
住
民
が
も
と
も
と
利
用
し
て
き
た
二
次
林
や

農
地
を
破
壊
す
る
と
い
っ
た
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
き
た
。
そ
の
た
め
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
人
権
団
体
は

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
を
厳
し
く
批
判
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
国

際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
が
森

林
保
全
を
し
て
い
く
こ
と
を
公
約
し
な
が
ら
そ
れ
を
反ほ

故ご

に
し
て
き
た
こ
と
や
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
（
注

１
）
の
批
判
を
免
れ
な
い
行
い
を
続
け
て
き
た
こ
と
か

ら
、
２
０
１
０
年
ご
ろ
よ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
製
品
ボ
イ

コ
ッ
ト
を
求
め
る
世
界
的
な
市
場
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
製

の
紙
を
使
っ
て
い
た
、
バ
ー
ビ
ー
人
形
を
販
売
す
る
世

界
的
玩
具
メ
ー
カ
ー
、
マ
テ
ル
（M

attel

）
な
ど
、
多

く
の
企
業
が
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
と
の
取
引
を
停
止
す
る
に
至
っ

た
（D

ieterich and A
uld 2015

）。

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
　
笹
岡
正
俊

求
め
ら
れ
る
紙
原
料
企
業
の
行
動
監
視

その２

暮らしの
中の熱帯
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こ
う
し
た
強
い
市
場
圧
力
を
受
け
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
13

年
２
月
、
天
然
林
伐
採
の
停
止
、
泥
炭
地
保
全
、
社

会
紛
争
の
回
避
と
解
決
に
向
け
た
責
任
あ
る
対
応
な

ど
四
つ
の
柱
か
ら
な
る
「
森
林
保
全
方
針
（Forest 

Conservation Policy

： 

Ｆ
Ｃ
Ｐ
）」
を
公
約
し
た 

。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
人
権
団
体
の
多
く
は
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
に
よ

る
こ
の
自
主
行
動
計
画
を
歓
迎
。
こ
れ
ま
で
積
極
的
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
き
た
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
も
、
当
面
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
停
止
す
る
こ

と
を
決
め
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
を
進
め
る
な
か
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
と
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
10
年
代

前
半
に
、「
熱
帯
地
域
に
お
け
る
紙
原
料
の
責
任
あ
る

生
産
・
消
費
」
を
目
指
す
、「
企
業
の
自
主
行
動
計
画
」

を
軸
と
し
た
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
注
2
）
の
枠
組
み
が

整
っ
て
き
た
と
い
え
る
（
笹
岡 

２
０
１
７
）。

複
雑
化
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

紙
原
料
の
責
任
あ
る
生
産
・
消
費
を
目
指
す
「
企
業

の
自
主
行
動
計
画
」
を
軸
と
し
た
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
は

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
な
か
で
、
独
立
し
た
第
三
者

に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｐ
実
施
状
況
の
検
証
を
歓
迎
す
る
、
と
し

て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｐ
履
行
状
況
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
企
業
の
「
責
任
あ
る
」
生
産
・
流
通
を
支
援
す
る

「
非
営
利
組
織
」、ザ
フ
ォ
レ
ス
ト
ト
ラ
ス
ト
（
Ｔ
Ｆ
Ｔ
） 

が
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
が
所
期

の
目
標
を
ど
の
程
度
達
成
で
き
た
の
か
の
評
価
を
レ
イ

ン
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
、
15
年
に
い
く
つ
か

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
（
な
お
、
そ
こ

で
は
、
天
然
林
伐
採
禁
止
な
ど
の
点
で
前
進
が
あ
っ
た

が
、
土
地
紛
争
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
前
進
が
な
か
っ

た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
）。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
履
行
状
況
に
関
す
る
苦

情
（
グ
リ
ー
バ
ン
ス
）
に
対
応
す
る
た
め
の
制
度

も
設
け
た
。
こ
れ
は
、
紛
争
当
事
者
で
あ
る
住
民

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
原
則
が
守
ら
れ
て

い
な
い
事
実
を
確
認
し
た
場
合
、
そ
れ
を
報
告
で

き
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
妥
当
性
を

第
三
者
を
交
え
た
検
証
チ
ー
ム
で
検
証
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
な
か
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
「
国

際
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
認
証
の
原
則
と
基

準
の
順
守
」
を
謳
っ
て
お
り
、
認
証
制
度
は
責
任

あ
る
紙
原
料
の
生
産
・
消
費
の
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
支
え
る
重
要
な
制
度
で
あ
り
続
け
る
は
ず

だ
。
な
お
、
こ
う
し
た
民
間
の
認
証
制
度
の
ほ
か

に
、
政
府
組
織
に
よ
る
持
続
可
能
性
や
木
材
の
合
法
性

を
審
査
す
る
木
材
合
法
性
証
明
制
度
（
Ｓ
Ｖ
Ｌ
Ｋ
）
も

あ
る
。

こ
う
し
た
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
支
え
る
制
度
的
要
素
の

増
加
に
伴
い
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
か
か
わ
る
ア
ク
タ
ー
も

増
え
た
。
次
ペ
ー
ジ
の
図
は
、
原
料
生
産
か
ら
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
消
費
者
の
手
に
届
く
ま
で
の
一
連
の
繋つ
な

が

り
の
ア
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
側
（
原
料
生
産
・
加
工
）
と

ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
側
（
最
終
製
品
の
流
通
・
消
費
）

を
横
軸
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る

主
要
ア
ク
タ
ー
が
重
視
す
る
価
値
と
し
て
、「
環
境
・

地
域
生
活
の
持
続
可
能
性
」
を
志
向
し
て
い
る
か
、
そ

れ
と
も
「
企
業
経
営
の
持
続
可
能
性
」
を
志
向
し
て
い

る
か
と
い
う
点
を
縦
軸
に
と
っ
て
、
主
要
ア
ク
タ
ー
の

関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

熱
帯
地
域
に
お
け
る
紙
原
料
の
責
任
あ
る
生
産
・
消

費
を
目
指
す
「
企
業
の
自
主
行
動
計
画
」
を
軸
と
し
た

環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
制
度
的
整
備
が
進
む
な
か
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
支
え
る
、
あ
る
い
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
影
響
を

与
え
る
新
た
な
ア
ク
タ
ー
が
出
現
し
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」
広
報
・
Ｐ

Ｒ
支
援
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
Ｐ
Ｒ
企
業
で
あ
る

（
図
右
下
）。
ア
イ
ズ
オ
ン
ザ
フ
ォ
レ
ス
ト
の
レ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
自
社
の
環
境
対
策
を
広
く
社

会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
専
門
と
す
る
会
社

（Cohn &
 W

olfe

や
Ｅ
Ｒ
Ｍ
な
ど
）
を
利
用
し
て
自

社
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
広
報
を
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
（Eyes on the Forest 2011

）、
こ

う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
広
報
支
援
企
業
も
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
影
響
力
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

APP 社の森林保全方針 (Forest Conservation Policy)（抄訳）
方針１ 保全価値の高い森林（HCVF）と炭素蓄積量の多い（HCS）森林

・HCVF 評価および HCS 評価を通じて特定された非森林地において
のみ事業を実施

・HCVF および HCS 地域の保護
・これら誓約に違反したサプライヤーからの買い入れ中止・契約撤回
・The Forest Trust（TFT）による誓約順守状況のモニタリング
・第三者による FCP 実施状況の検証を歓迎

方針２ 泥炭地管理
・インドネシア政府の低炭素開発目標と温室効果ガスの排出削減目

標を支持
・森林に覆われた泥炭地の保護を保証
・泥炭地の最善慣行管理（best practice management）の実施

方針３ 社会やコミュニティの関与（engagement）
・社会的紛争の回避・解決に向け、「情報を与えられた上での自由意

思に基づく事前の合意（FPIC）」、苦情への責任ある対応、責任ある
紛争解決、ステークホルダーとの建設的で開かれた対話などを実
施

・新規事業計画地における先住民・地域コミュニティの権利尊重
・ステークホルダーとの協議を通じて、FPIC 実施のための将来の方

策を発展させる
・FPIC と紛争解決のための実施要項（protcol）と手順（procedure）

が国際的最善慣行に一致するようステークホルダーと協議を行う
方針４ 第三者のサプライヤー（Third party suppliers）

・責任ある森林管理を支持する原料調達
出所：APP 社ホームページ
(https://asiapulppaper.com/sites/default/files/app_forest_conservation_policy_final_english.pdf)
注：この方針は、1）APP 社およびインドネシア国内のすべての APP 社のサ

プライヤー、2）中国を含め、APP 社のあらゆるパルプ工場で利用され
る原料、3）将来のあらゆる事業展開に適用される。
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ま
た
、
類
似
の
役
割
を
持

つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
組

織
と
し
て
、
持
続
可
能
性
に

関
す
る
企
業
の
報
告
書
の
質

を
高
め
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
信
用
を
高
め
る
こ
と
を
支

援
し
て
い
る
、「
持
続
可
能
性

報
告
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」
の
よ
う
な
組

織
も
あ
る
（
図
左
下
）。
こ
の

団
体
は
、
社
会
的
責
任
（
Ｓ

Ｒ
）
に
関
す
る
企
業
の
報
告

書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広

報
を
毎
年
評
価
し
、
質
の
高

い
報
告
を
行
っ
て
い
る
企
業

に
、
持
続
可
能
性
報
告
賞
（
Ｓ

Ｒ
Ａ
）
を
贈
っ
て
い
る
。
な

お
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
18
年
、
Ａ

Ｐ
Ｐ
社
に
５
度
目
の
賞
を
授

与
し
て
い
る
（
そ
の
こ
と
を

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
自
社
が
運
営
す

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
大
き
く
宣
伝
し
た
）。

ま
た
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
達
成
度
を
評
価
す
る

国
際
的
に
有
名
な
第
三
者
評
価
組
織
も
存
在
す
る
（
図

右
下
）。
例
え
ば
、
企
業
の
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

（
持
続
可
能
性
）」
に
関
す
る
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い

る
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
バ
デ
ィ
ス
（EcoV

adis

）
社
や

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
デ
ッ
ト
ノ
ル
ス
ケ
ベ
リ
タ
ス
（
Ｄ
Ｎ
Ｖ

－
Ｇ
Ｌ
）
社
な
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
エ
コ
バ
デ
ィ

ス
社
は
、
16
年
と
17
年
、
同
社
が
実
施
す
る
持
続
可
能

性
評
価

―
同
社
が
指
名
し
た
企
業
に
、
環
境
、
社
会
、

倫
理
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
を

し
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
専
門
家
が
分
析
し
て
、
４

段
階
で
評
価
す
る
も
の
―
―
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
に
最
高
ラ
ン

ク
の
「
ゴ
ー
ル
ド
」
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
も
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
大

き
く
宣
伝
し
て
き
た
（
例
え
ば
『
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
』
18
年

８
月
号
）。
こ
う
し
た
、
企
業
の
取
り
組
み
を
評
価
す

る
民
間
組
織
も
、
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
行
方
を
左
右

す
る
新
た
な
ア
ク
タ
ー
だ
。

図
の
左
側
の
中
ほ
ど
に
ブ
ラ
ン
タ
ラ
財
団
が
あ
る
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
10
の
地
域
を
対
象
に
、
保
護

地
域
に
お
け
る
生
物
多
様
生
保
全
の
取
り
組
み
強
化

や
、
環
境
教
育
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
活
動
を

進
め
て
い
る
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
資
金
提
供
に
よ
り
で
き
た

「
非
営
利
組
織
」
で
あ
る
。
こ
の
組
織
の
活
動
成
果
を

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
積
極
的
に
報
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
社

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
、
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
動
き
も
、
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
何
ら
か
の
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
し
く
み
が
整
う
な
か
で
そ
れ
に
か
か

わ
る
ア
ク
タ
ー
が
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

価
値
観
と
利
害
に
基
づ
い
て
、
多
様
な
「
言
説
」（
あ

る
「
現
実
」
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
現
実
」
を
作

り
出
す
効
果
を
持
っ
た
言
語
表
現
）
を
放
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
わ
れ
わ
れ
消
費
者
市
民
が
認
識
す
る

紙
原
料
生
産
を
め
ぐ
る
「
現
実
」
は
、
強
い
情
報
発
信

力
を
持
つ
パ
ワ
フ
ル
な
ア
ク
タ
ー
の
言
説
に
よ
っ
て
形

作
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

土
地
紛
争
を
生
き
る
人
び
と

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
取
り
組
み
が
華
々
し
く
喧
伝
さ
れ
る
た

び
に
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
私
が
15
年
か
ら
通
っ
て
い
る

ス
マ
ト
ラ
島
ジ
ャ
ン
ビ
州
Ｌ
村
Ｂ
集
落
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
ウ
ィ
ラ
カ
ル
ヤ

サ
ク
テ
ィ
社
（
Ｗ
社
）
が
Ｌ
村
の
領
域
に
や
っ
て
き
た

の
は
06
年
。
道
路
を
造
る
と
い
う
名
目
だ
っ
た
。
Ｗ
社

は
道
路
建
設
後
、
住
民
が
農
業
を
行
っ
た
り
、
林
産
物

紙パルプ原料の「責任ある生産」を目指すガバナンスのアクター相関図（筆者作成）

注：図は網羅的なものではない。またそれぞれの象限内の各アクターの位置は、志向性の強弱を示すものではない。図中の太線の
矢印はサプライチェーン ( 原料の段階から製品やサービスが消費者の手に届くまでの全プロセスの繋がり ) を示す。細線の矢
印は特定のアクターへの働きかけや影響を、点線の矢印は不特定多数のアクターへの働きかけや影響を示す。
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採
取
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
土
地
を
紙
の
原
料
と
な
る

ア
カ
シ
ア
の
植
林
地
に
変
え
た
。
そ
れ
を
実
力
で
阻
止

す
る
た
め
、
住
民
た
ち
は
重
機
を
焼
き
討
ち
し
、
数
名

の
村
人
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
も
起
き
た
。
そ
の
後
、
紆

余
曲
折
を
経
て
、
13
年
９
月
、
住
民
約
50
世
帯
が
集
落

か
ら
少
し
離
れ
た
ア
カ
シ
ア
収
穫
直
後
の
土
地
に
再
び

農
地
を
開
き
新
た
に
集
落
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
が
Ｂ
集

落
で
あ
る
。

彼
ら
が
求
め
て
い
る
の
は
、
Ｗ
社
の
事
業
地
内
の
約

１
５
０
０
㌶
の
土
地
を
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
（
植

林
事
業
許
可
発
給
対
象
地
）
か
ら
出
し
、
自
分
た
ち
に

戻
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
紛
争
解
決
の
プ
ロ
セ
ス

は
あ
ま
り
前
に
進
ん
で
い
な
い
。
再
入
植
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
18
年
６
月
、
係
争
中
の
土
地

を
三
つ
の
地
区（
住
民
が
農
地
を
造
成
し
て
い
る
地
区
、

ア
カ
シ
ア
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
地
区
、
住
民
の
作
物
と

ア
カ
シ
ア
が
混
在
し
た
地
域
）
に
区
分
し
、
そ
れ
ら
の

分
布
を
示
す
地
図
を
、
住
民
と
Ｗ
社
双
方
の
検
証
チ
ー

ム
で
作
成
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
18
年
７
月
に
、

双
方
の
チ
ー
ム
で
現
場
検
証
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
Ｗ
社
が
延
期
を
求
め
た
た
め
、
現
在
（
18
年
９

月
時
点
）
も
検
証
作
業
は
始
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
な
か
、
住
民
た
ち
は
州
議
会
庁
舎
前
で
行
っ
た
デ

モ
で
、
土
地
の
早
期
返
還
を
改
め
て
求
め
た
。

今
や
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
あ
わ
せ
て
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
変
革
し
た
世
界
の
優
良
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
一
つ

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
陰
で
、
Ｂ
集
落

住
民
の
よ
う
に
10
年
以
上
も
土
地
紛
争
の
な
か
を
生

き
、
今
も
土
地
返
還
を
求
め
て
声
を
あ
げ
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
後
求
め
ら
れ
る
こ
と

「
森
林
保
全
方
針
（
Ｆ
Ｃ
Ｐ
）」
の
宣
言
か
ら
約
5
年

後
の
18
年
５
月
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
に
協
力
し
て
き
た
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
は
、
そ
の
協
力
関
係
を
破
棄
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
が
自
分
た
ち
と
は
関

係
が
な
い
と
説
明
し
て
き
た
企
業
で
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
宣
言
後

も
天
然
林
伐
採
を
行
っ
た
り
、
森
林
火
災
を
引
き
起
こ

し
た
り
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
企
業
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｇ
傘
下

企
業
の
職
員
や
、
Ｓ
Ｍ
Ｇ
設
立
者
一
族
に
よ
っ
て
所
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
だ
。こ
れ
を
受
け
、

Ｗ
Ｗ
Ｆ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
、
18
年
６
月
、
事
態
が
改
善

さ
れ
る
ま
で
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
製
品
の
購
入
お
よ
び
同
社
へ

の
投
資
を
避
け
る
よ
う
呼
び
か
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

（
勧
告
）
を
出
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
取
り
組
み
を
称
揚
す
る
広
報
や
そ
れ
を

結
果
的
に
後
押
し
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
っ
て
大

量
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
か
、
こ
れ
ら
団
体
の

「
声
」
は
な
か
な
か
表
に
出
て
こ
な
い
。
環
境
ガ
バ
ナ

ン
ス
研
究
を
行
っ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
者
は
、
こ

う
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
（
主
流
で
は
な
い
、
そ
れ

と
は
別
の
）
情
報
を
吟
味
し
、広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
力
の
あ
る
ア
ク
タ
ー

の
言
説
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
「
現
実
」
と
は
異
な

る
、
現
場
の
名
も
な
き
人
び
と
の
語
り
か
ら
浮
か
び
上

が
る
現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
、

消
費
者
市
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

注
１　

企
業
の
環
境
に
対
す
る
活
動
や
、
あ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
与

え
る
好
影
響
に
関
し
て
、
消
費
者
に
誤
っ
た
認
識
を
持
つ
よ
う
に
導
く
行
為
。

注
２　
「
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
多
義
的
な
概
念
だ
が
、
こ
こ
で
は
、「
環
境
に

対
し
て
何
ら
か
の
利
害
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
（
地
域
住
民
、
私
企
業
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
政
府
組
織
な
ど
）
が
、
公
式
・
非
公
式
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

例
え
ば
、
環
境
利
用
の
持
続
可
能
性
の
向
上
、
あ
る
い
は
、
環
境
利
用
に
お
け

る
社
会
的
公
正
性
の
確
保
、
あ
る
い
は
、
環
境
・
資
源
を
め
ぐ
る
対
立
の
解
消

と
い
っ
た
目
標
に
む
け
て
協
働
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い

る
（
笹
岡
２
０
１
７
）。
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示威行動をする S 農民組合のメンバー（2018 年９月、筆者撮影）


